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   An overview of the epidemiological association of bladder cancer with occupations is presen-
ted and the proportion of occupational bladder cancer in Japan was estimated. Epidemiological 
features of bladder cancer in the world are also reviewed. Bladder cancer was found to have a 
relatively narrower international variation in incidence rate as compared to other sites of cancer 
such as lung or esophageal cancer. In Japan, the trend in bladder cancer mortality is apparently 
downward in females and virtually unchanged in males, whereas the incidence rate is increasing 
in males and unchanged in females in the recent decade. Approximately 45 occupations/indus-
tries were epidemiologically associated with an increased risk of bladder cancer in the world lite-
rature. The lowest proportion of occupational bladder cancer was estimated to be 0.4% in Japan, 
though the highest estimate was 19% in males and 12% in females. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 35: 1997-2002, 1989) 





















木 邦 年 間 膀 胱 癌 死 亡 数 は,1947～1949年に は男215
～259,如49～210にす ぎな い.1960年,1965年,1970
年 に は,お の お の 男 で673,837,1,030,女で435,
454,540と漸 増 で あ る.1975年～1987年の年 間 死 亡数
(Table1)は,男で1,174からL815と約1.5倍,女 で
は656か ら806と約1.2倍の増 加 で あ る.1975年～1984
年 の年 間 発 生 数3・4)(全国8癌 登 録 資 料 に よ る 補 正 発
生 数 は,男 で2,627から5,054と約1.9倍,女 で1,054
か らL566と約1.5倍の増 加 で あ る.発 生 数 と死 亡 数 の
比 は,男 で2,1～3.O,女で1・6～2・0で,近年 そ の 差 が
若 干 開 く傾 向 で あ る.
全 癌 中 に 占め る膀 胱癌 の割 合 は,発 生(1975～1984
年)で は,男 で2.5～3・2%,女で1.1～1.4%であ る.
死 亡(1975～1987年)では 男 で1.5～1.7%,女で1.0
%あ るい は1.1%であ る.
2.本 邦 膀 胱 癌 の 死亡(発 生)率 と死 亡(発 生)年
齢 の 推 移
1947～1987年の 本邦 膀 胱 癌 死 亡(1950～1957年に は
腎 臓 を 除 くそ の 他 の 泌尿 器 系 癌 が2～3%の 割 合 で膀
胱 癌 に 含 まれ て い る)年 齢 訂 正 率 の 推i移と1975～1984











































































































歳 女62.6歳1987年に お の お の73・5歳,76.6歳で あ
る・つ ま りこの40年間 に,男 で8・3歳,女 で14.0歳の
高齢 化 であ る.
発 生(診 断)時 の 平 均年 齢(1975～1984年)は,男
で 若 干 若齢 化 あ るい は不 変,女 で 明 らか に 高齢 化 で あ
る・ 平 均発 生(診 断)年 齢 は,1975年,1980年,1984
年 に 男 で67・3歳,67・1歳,67・1歳,女で69.2歳,70.5
歳,71.1歳で あ る.
3.本 邦 膀 胱 癌 の そ の 他 の 記述 疫 学 特 性
① 年 齢 訂 正膀 胱 癌 死 亡 率 性 比(男/女)は,Ig47～
49年に,1・6～2・0,1958～60年に2・0～2.3,1968～
70年に2・3)2・5・1978～80年セこ3・0～3・2,1984～87年
に2・8～3・5であ る ・近 年 に な るに つ れ て,性 比が 若 干
大 き くな って い る ・ これ は,男 の 訂 正 死 亡 率 の横 ばい
に対 し・ 女 の 訂 正死 亡 率 が 漸 減 で あ る こ とに よる.年
































すると,男で発生率が比較的 高い地 域は広島 ・長崎






料(IARC発 行)2)から膀 胱 癌 発 生 に つ いて 観 察 す る
と,以 下 の よ うで あ る.
① 全 癌 中 に 占 め る膀 胱 癌 の割 合
男 で は,ス ペ イ ン(Tarragona)で最 も多 い(Il.7
%).次 い で イ ス ラ エ ル生 まれ の=ダ ヤ人(11,3%),
イ ス ラエ ル の非 ユ ダヤ人(10.6%),クエ ー トの 非 ク
エ ー ト人(10.0%),デ ン マ ー ク(9.5%),ス イ ス
(Basel)(8.9%)と続 く.女 で は,ク エ ー トの 非 クエ
ー ト人(6 .1%),イギ リス の南 東 ス コ ッ1・ラ ン ドと西
ス コ ッ トラ ン ド(3.0%),イギ リスの 北 東 ス コ ッ トラ
ン ド(2.9%),西オ ー ス トラ リア(2.9%),米国 コネ
チ カ ッ ト白人 とオ ー ス トラ リア(Victoria)(2.8%)
と続 く.
② 年 齢 訂 正膀 胱 癌 発生 率
全 地 域 人種 別発 生 率 の うち,日 本 の4地 域 お よび ハ
ワイ ・ロサ ンゼ ル ス ・湾 地 域 の 日本 人 の発 生 率 を 中 心
に30の発 生 率 を選 ん で,Table2に 示 した,
男 の 最 高 率 地 域 は,ス イ ス(Base1,人口10万 対
27.8)で,以下 イ タ リア(Varese),米国 コ ネ チ カ ッ
ト白人,ハ ワイ 白人,デ ンマ ー クと続 く.宮 城(6.4)
に く らベ ス イ ス(Basel)での発 生 率 は4.3倍で あ る.
女 の 最 高 率 は,米 国 コネ チ カ ッ ト州 白人(人 口IO万
対7.4)で,以 下 イ ギ リスの 南 東 ス コ ッ トラ ン ドと ス
コ ッ トラ ン ド,オ ー ス トラ リア(Victoria),カナ ダ
(Quebec),デンマ ー ク と続 く.宮 城 ・大 阪(1。9)に
































































































































米 国3地 域 の 日本 人 と 日本 の4地 域 の 日本人 との間
で 発 生 率 を 比 較 す る と,以 下 の よ うで あ る.男 で
は 宮 城(人 口10万対6.4),ロサ ンゼ ル ス(6.7),大阪
(7.7),湾地 域(8.9),ハワイ(9.6),広島(10.4),
長 崎(10.7)の順 で,そ の 差 は最 高1.7倍で あ る.女
で は,宮 城 。大 阪(1,9),長崎(2.0),広島(2.6),
ロサ ンゼ ル ス(3.0),湾地 域(3.4),ハ ワイ(3.8)
の 順 で,そ の 差 は最 高2,0倍で あ る.
白人 黒 人 別 に発 生 率 を 比 較(Table3)する と,男 で
は1.8～2.5倍,女で1.4～1.8倍で あ る.都 鄙 別 発 生 率
が資 料 と して 提 示 され てい る10地域 で,urban/rural
の発 生 率 比を 算 出 して み る と,男 で フ ラ ンス(Doubs)
とハ ンガ リー(Sgabolcs)の1.1～チ ェ コス ロバ キ ア
(Slovakia)・フ ラ ンス(Calvados)・オ ー ス トラ リア
(NSW)の1.4と,大 差 な い.女 で も ス イ ス(Vaud)
の0・9～チ ェ コス ロバ キ ア(Slovakia)の2.1と,そ の
差 は 大 き くな い.
以 上 の ご と く,発 生 率 の国 差 ・地 域差 や 人 種 差 は肺


























































































































多飲 ・人工甘味料使用 ・染毛剤頻回使用 ・フェナセチ
ン含有鎮痛剤多飲 ・ビタミンA摂取不足なども被疑要
因である.さ らに,尿 滞留 ・膀胱炎罹患 ・骨盤部放射
線被爆 ・尿中Nニ トロサ ミン形成 ・アレルギー家族



















との関連を分析 した著者 らの報告6)によれば,膀 胱癌
リスク上昇が示唆されてい る職産 業(Table4にも
一部含めたが)は ,農業,漁 業,窯 業,鉱 業,繊維産
業,パ ルプ。紙 ・紙加工品 ・ゴム製品 ・輸送用機械器
具の製造業,化学工業,鉄鋼業,繊 維製品 ・皮製品 ・





























































































































本論 文の要旨は,第38回日本泌尿器科学会中部 総会 シンポ
ジウム 「職 業 と尿路腫瘍」 において発表 した.
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